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Ⅰ．はじめに
小学校の教育課程は，各教科，道徳，外国語活動，総合的な学習の時間，特別活動によって編成
されている。小学校家庭科の果たすべき役割やねらいとして「衣食住などに関する実践的・体験的
な活動を通して，日常生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技能を身に付けるとともに，家庭生
活を大切にする心情をはぐくみ，家族の一員として生活をよりよくしようとする実践的な態度を育
てる」と教科の目標が示されている。小学校家庭科の授業における実習は授業つくりには欠かせな
い学びである。しかし児童の家庭における生活への経験が少なく，実習では手先や身体を使うのが
苦手な児童や少しの失敗で意欲を失う児童のことが，寺本 1）森田 2）らにより実態報告がされている。
近年，学校における安全教育の充実が求められている。特に家庭科は調理実習や被服実習さらに
児童の活動を伴う体験的学習など，安全・衛生面に配慮を要する場面が多いことから，家庭科を担
当する教員には危険予測・回避能力が求められている。特に新規採用教員や小学校で初めて家庭科
の授業を担当する教員から不安や負担の声が聞かれる。
本学子ども発達教育学科に学び将来小学校教員をめざす学生たちの家庭科の指導に対して不安な
ことを問いかけると「家庭科は準備・後片付けが大変だ」「実習が心配」という答えが返ってくる。
学生は一人の生活人として年齢的に経験が少なく，学習結果が顕著に表れる体験的学習の「調理実
習」は家庭科の指導にあたり難しい面があり，学生が不安に思うのは納得がいく。筆者は子ども発
達教育学科の教科内容学「家庭」を数年担当している。いつも小学校 5・6 年生として捉える視点
と指導者としての視点を持ち，学生に授業に取り組んでほしいと確認しながら進めている。しかし
ながら受講する学年が 2 年次生ということもあり後者の視点が薄く，本授業の「調理実習」におい
て火傷や機材の破損などが目立つようになった。本授業の 15 回のうち 2 回の「調理実習」を行っ
ている。この 2 回の調理実習の授業に取り組んだ学生に「安全指導」という視点をどのぐらい持っ
ているのかを調査し，小学校教員をめざす学生への授業計画に活用することを目的とした。
Ⅱ．方法
1．調査対象・時期
調査対象は，2017 年 7 月 14 日（2 回の調理実習の授業後）に子ども発達教育学科 2 年次生 52
名を対象に，無記名自記式アンケート調査を行い，調査の趣旨を説明して調査の同意が得られた
49 名の回答を得た。（有効回収率 94.2％）
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2．調査内容
学生が小学校・中学校・高等学校の「調理実習」に対する気持ち，学校での「調理実習」の役割
（意義），学生が教員の視点で捉えている「調理実習」を指導する上で一番心配なこと，学生が教員
の視点で捉えている「調理実習」時の児童に指導する「安全指導」の内容の 4 項目，教科書に記載
されている「安全」マークの項目と学生が教員の視点で捉えている「調理実習」時の児童に指導す
る「安全指導」の相関，大学での授業の「調理実習」の後「安全指導」への質問の回答は自由記述
とした。
Ⅲ．結果
1．学生が「調理実習」に対する気持ち
図 1 に学生が小学校・中学校・高等学校の「調理実習」に対する気持ちを示した。
授業を受けた児童・生徒の視点では「楽しい」93・9％，「楽しくない」4.1％，無回答 2.0％とし
ている。
図 1．学生が学校の調理実習に対する気持ち（％）
2．学校での「調理実習」の役割（意義）
図 2 に学校で「調理実習」するのかを複数回答とし，人数（％）で示した。
「実際にやらないとわからないから」48 名（30.4％），「生活（調理）の基礎的な技能を身に付け
るため」42 名（26.6％），「児童が楽しみにしている」30 名（19.0％），「友達つくり」18 名（11.4％），
「児童の特性を見ることができる」10 名（6.3％），「家庭科の授業の特性だから」7 名（4.4％），
その他 3 名（1.9％）であった。
図 2．なぜ、学校で調理実習をするのか
人数（％）
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3．「調理実習」を指導する上で一番心配なこと
図 3 に「調理実習」を指導する上で一番心配なことを人数（％）で示した。
「事故や怪我が起きないか」32 名（65.3％），「時間内に終わるか」7 名（14.3％），「班で協力で
きるか」6 名（12.2％），「児童に満足できる実習になるか」3 名（6.1％），無回答 1 名（2.0％）であっ
た。
図 3．指導する上で一番心配なこと
4．「調理実習」時の児童に指導する「安全指導」とは
図 4 に学生が実際の授業の経験から，児童に指導する「安全指導」を複数回答とし，人数（％）
で示した。
「ガスこんろに関する」48 名（28.6％），「包丁の取り扱いに関する」47 名（28.0％），「服装に
関する」25 名（14.9％），「整理整頓に関する」24 名（14.9％），「態度に関する」24 名（14.3％）
であった。
図 4．児童に指導する安全指導とは
5．教科書＊に記載さている「安全」（安全に注意すること）マークで示されていた事項と図 4 で学生が児童
に指導する「安全指導」であげた事項（◎で示す）の関連の相関
教科書に記載されている「安全」マークの項目は 18 項目，学生があげた項目は 9 項目であった。
＊開隆堂家庭 502「小学校わたしたちの家庭科 5・6」
人数（％）
人数（％）
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教科書に記載されている「安全」マーク事項 学生が児童に指導す
る「安全指導」であ
げた事項◎
ガスこんろに関する
包丁の取り扱いに関する
服装に関する
整理整頓に関する
態度に関する
衛生に関する
・ゆげの出るところに顔や手を出さない。
・手や衣服を火に近づけない。
・点火前，そばに燃えやすいものはないか。
・点火後，火がついているか。
・ほのおがはみだしていないか。
・部屋の換気はしているか。
・消火後，確実に火が消えているか。
・消火後，ガスせんは閉めたか。
・包丁は柄をしっかりとにぎる。
・材料のおさえる際，指先を丸めて包丁にそわ
せる。
・包丁は台の上に置いてわたす。
・包丁は持ったまま歩き回らない。
・衛生と安全，動きやすさを考えて身じたく
をする。
・調理台の上は，作業がしやすいように整理
する。
・包丁を不安定な場所に置かない。
・よそ見をしない。
・刃先を人に向けない。
・まな板は水でぬらし，水気をふきとる。
・まな板は使ったらそのつど洗い流す。
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
6．学生に大学の授業の「調理実習」後に次のような【質問】を設定した。学生が記述した内容を 14 項目
に分別した。（学生記述を原文のまま）複数回答あり。
【質問】将来，小学校の教員で家庭科を担当し「調理実習」を指導する際，安全指導でどんな
取り組みをしたら良いか，あなたの考えを書いてください。
①まずは教員が調理手順を自分のものにするために，何回か実習前に練習してどんなことを注意
したらよいか把握する。5 名
②児童を落ち着かせる。6 名
③自分が調理室で実際に作ってみる。13 名
④実習の前に児童が家庭で実際に作るようにすすめる。3 名
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⑤班編成を考える。8 名
⑥ふざけないように注意をする。10 名
⑦調理室を整備する。7 名
⑧包丁は使ったらすぐにしまう。（すぐに回収する。）25 名
⑨ガスこんろの使い方を実習する前の授業で指導する。15 名
⑩調理室で授業する前に服装をチェックする。9 名
⑪作業の進行のめやすの時間をあまり言わない。（焦らせるといけないので）6 名
⑫「早く・・・」を言わない。5 名
⑬危険！と思ったら，授業を止めて注意をする。7 名
⑭手洗いをしっかりさせるように指導する。4 名
Ⅳ．考察
本授業は，将来，小学校教員として現場において家庭科を指導する教員養成課程の学生を対象に
した教科内容学の授業である。学生が小学校・中学校・高等学校の「調理実習」に対する気持ちを
聞いたところ，授業を受けた児童・生徒の視点で「楽しい」93・9％，「楽しくない」4.1％となっ
ており，家庭科の授業では「調理実習」は楽しい授業と捉えている。調理をする機会は家庭では日
常である。なぜ学校で「調理実習」するのかを聞くと 57.0％が「実際にやらないとわからないから」
「生活（調理）の基礎的な技能を身に付けるため」としている。さらに 30.4％の学生が児童の視点
で「児童が楽しみにしている」「友達つくり」と答えている。これは河村ら 3）の「調理実習」の児童・
生徒（学習者）の本来の学びと通じる。また 6.3％が「児童の特性を見ることができる」と教員で
の視点で捉えている。学習者の行動を観察し，そのことから児童・生徒（学習者）を理解すること
も「調理実習」ならば可視化できると考えている。
次に「調理実習」を指導する上で一番心配なことを聞くと「事故や怪我が起きないか」65.3％と「安
全指導」に関することである。学生が実際の授業の経験から，児童に指導する「安全指導」を聞い
ところ，「ガスこんろに関する」ことや「包丁の取り扱いに関する」ことを全員があげており，次に「服
装に関する」ことや「整理整頓に関する」ことや「態度に関する」ことであった。安全に「調理実習」
を行うための留意することを教科書記載事項と学生が記載した事項と比較すると 18 項目中 9 項目
であった。小学校第学習指導案要領（家庭編）4）第 2 章家庭科の目標及び内容「B 日常の食事と調
理の基礎」（3）「調理の基礎」オに示されている実習の指導は主に「調理に必要な用具や食器の安
全で衛生的な取り扱い及びこんろの安全な取り扱いができること」である。この点において，授業
を実際に指導することをしていない学生は教科書の記載事項から基本的な指導する視点は持つこと
ができていると言える。
山本ら 5）の調査から学校現場においては基本的な指導が徹底していても，思いがけない怪我や危
ない状況が生じており，「調理実習」時の安全確保の難しさがある。「調理実習」においてヒヤリハッ
ト事例は多く報告されている。授業を実際に指導することをしていない学生が，教員となり，経験
を積み重ねていく中で実習指導とその安全指導について苦慮していくであろう。学生の大学の授業
の「調理実習」後に，「将来，小学校の教員で家庭科を担当し「調理実習」を指導する際、安全指
導でどんな取り組みをしたら良いか」の質問に対して，実習環境の整備（包丁やガスこんろの取り
扱い），児童の行動（児童を落ち着かせる，ふざけないように注意をする，服装），また時間に関す
ること（作業の進行のめやすの時間をあまり言わない，「早く・・・」を言わない）など教員が焦
らせないことをあげている。そして多くの学生が，教員自身が「調理実習」への取り組みを何かし
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ら事前学習することを必要と捉えている。教員が実習する調理を何度も作り，手順を自分のものに
することは当然である。指導する教師側の模擬ではなく，山本 6）は子どもによる演示を取り入れた
学習（模擬学習）を提示している。山本が指導したこの模擬学習（A 図に示す）を子ども達は『3
分クッキング』と言っている。A 図に山本が提示する模擬学習を模式図でまとめた。
学習者（児童）は教師の演示では先生のやることや言うことは間違いないと考え，子どもたちは
注意深く観察していないことがある。しかし，それを子どもがやったらもしかしたら間違えるかも，
いや，きっと間違えるに違いないという仮定のもとに子どもが観察する姿勢が真剣になり，教師が
言わなくとも予習が盛んになる。事前に家庭で調理する子どもや保護者に尋ねる子どももいるだろ
う。『3 分クッキング』をすることは子どもの共通体験となりやすい。このことを通して「調理実習」
の安全に関する指導も子ども（児童）の視点から「考える」ことになるのではないか。児童が主体
的に「調理実習」に取り組むことが「安全指導」につながると考える。
また現場において「調理実習」を安全に行うためには，授業担当者の教員の指導スキルの向上の
みでなく「調理実習」における危険は施設設備にも由来する。実際に筆者の所属する短期大学部総
合生活デザイン学科では中学校教諭二種（家庭）免許を取得し，非常勤講師とて公立中学校で授業
を担当しているが，専任の教員は居らず授業の備品などの管理や設備に戸惑いを口にしている。家
庭科には，実践的・体験的な活動を指導の主眼にする教科である。そのため行政や管理職を含めた
学校全体で共有を図り，授業環境を整備することが望まれる。また実習において，教員複数で受け
持つことができる教員（実習助手を含めた）配置が今後検討され，実習本来の実践的・体験的な活
動を通して学習者（児童）が学ぶ環境を期待したい。
Ⅴ．おわりに
今回の調査を通して，小学校教員を志望している学生は学校での家庭科の「調理実習」を好まし
く捉えているが，「調理実習」を指導する上で一番な心配することは「事故や怪我が起きないか」
をあげている。また「班で協力できるか」「児童に満足できる実習になるか」をあげ，学習者（児童）
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Ａ図．山本が提示する模擬学習の模式図
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を中心に置いている授業に取り組もうしている姿勢を確認できた。さらに教科書の記載事項から基
本的な「安全指導」する視点は持つことができていることも確認できた。本授業において学生の指
導スキルの向上を図るため，教員が教えることを把握する“模擬授業”だけでなく，児童の主体的
に考え学ぶ“模擬学習”を取り入れ，学生に児童の視点で“模擬学習”に取り組ませ，学生が「安
全指導」においてどのような気づきを持つのかを検討したい。
終わりにあたり，アンケートにご協力くださいました皆様に深謝申しあげます。
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